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※ 農研機構（のうけんきこう）は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネーム（通称）です。

2023.9.29. 
令和5年度 第1回 中国四国地域産地向けセミナー

～みどり技術ネットワーク会議～

圃場毎の土壌病害の発生しやすさを
AIで診断できるアプリの開発

国立研究開発法人
農業・食品産業技術総合研究機構

植物防疫研究部門
吉田 重信

本資料の二次利用、記載した情報の無断転用､
ホームページ等への掲載を禁止します



・ 土壌病害対策の重要性、戦略

・ 予防原則に基づく土壌病害の管理法（ヘソディム）

・ AIを活用した土壌病害診断・対策支援システム
- 農林水産省プロジェクト研究成果の概要

本日の内容



土壌病害の適切な管理のためには

・栽培途中の防除が困難、予防の概念が大切
・現場では、主に土壌消毒剤の使用により対応

・臭化メチルの全廃等、国際的な使用制限の動き
・作業コストの負担大
・リサージェンスの危険性（病害対策の負のスパイラル）
・居住区域隣接圃場での事故の危険性
・画一的な使用により、不必要な場所にも使用
（過剰な薬剤コストが 生産者の収益性に影響）

・みどりの食料システム戦略（農水省）への対応

使用低減の取組みが今後より必要

土壌消毒剤使用上の問題

防除が必要な圃場や場所を明確化（診断、評価）し、
評価結果に応じて防除（対策）する必要



ヘソディム（HeSoDiM）

Health checkup based soil borne disease management

予防医学（健康診断による健康管理）の発想に基づいた土壌
病害管理法

・血圧
・血糖値
・体重
・・・

カルテ＋問診 対策指導

・投薬
・食事改善
・運動
・・・

・前作の発病程度
・土壌の発病しやすさ
・土壌の生物性
・・・

カルテ＋問診 対策指導

・土作り、
・品種変更、生物農薬
・土壌消毒、輪作
・・・

ヒトの健康診断
の場合

土壌診断
の場合

医師

研究者・指導員

診断項目
発病ポテンシャル

評価

ポテンシャルに
応じた対策

圃場の発病ポテンシャルを栽培前に診断・評価し、その
結果に基づき対策を行う土壌病害管理法



「みどりの食料システム戦略」が2050年までに
目指す姿と取組方向

令和3年5月 農林水産省資料



（資料）
R4年6月
農林水産省
「みどりの食
料システム戦
略」
KPI2030年
目標の設定
について

ヘソディムのKPI達成への貢献



AI等を活用した土壌病害発病ポテンシャル診断技術

令和3年5月 農林水産省資料



・ 土壌病害対策の重要性、戦略

・ 予防原則に基づく土壌病害の管理法（ヘソディム）

・ AIを活用した土壌病害診断・対策支援システム
- 農林水産省プロジェクト研究成果の概要

本日の内容



ヘソディムで期待される効果

従来の病害管理
（防除暦に基づく一斉防除）

地域全体で
土壌消毒を実施

（赤色の畑で土壌消毒）

圃場のイメージ

ヘソディムに基づく
病害管理

畑毎の発病し
やすさの評価
に応じた防除

赤：土壌消毒
黄：代替対策
白：防除は不要

土壌消毒剤の使用削減等により、病害管理のコスト削
減・省力化（→生産者の収益性の向上）、農地の持続
的利用が可能



ヘソディムマニュアルの開発

平成２５年に１冊目を作成

・ 農研機構のWebサイトから自由にダウンロード可能



ヘソディムマニュアルの開発

・ １４種類の病害毎の個別マニュアルを収録
・ それぞれの対象病害の紹介、診断手順、調査方法、評価方法、
診断票、対策技術、留意点等が記載

・ 普及員や指導者が現場で活用してもらえるよう、各事項を解説

・ 農研機構のWebサイトから自由にダウンロード可能

平成２８年に２冊目を作成



ヘソディムとは

・ 予防原則に基づく土壌病害の管理法

・ 「診断」・「評価」・「対策」が一つのパッケージ

・ 病害管理のコスト削減・省力化、農地の持続的
利用に貢献

・ 作物病害毎にパッケージ化して実践

普及を進めていくことが、土壌病害の発生リスクの回避に
よる農作物の安定生産の実現に貢献
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